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ワクチンで死者９割以上減　新型コロナ、京都大推計
（共同通信社 2023．11．17 配信）

★最新介護医療情報★

　新型コロナウイルスワクチンの接種によって、国内の２０２１年２～１１月の感染者

と死者をいずれも９０％以上減らせたとの推計結果を京都大・西浦博（にしうら・ひろ

し）教授（理論疫学）らのチームがまとめた。この期間の実際の感染者は約４７０万人と

推計され、死者は約１万人だったが、ワクチンがなければ、それぞれ約６３３０万人と約

３６万人に達した恐れがあるとしている。

　国内では２１年２月から始まったワクチン接種に、どの程度の効果があったのかは十

分検証されていない。今回の推計では、接種のペースが実際よりも１４日間早ければ感染

者と死者を半分程度に抑えられ、１４日間遅かったら感染者は２倍以上、死者数は約１・

５倍になっていたとの結果も出た。

　西浦教授は「結果的にワクチン接種はうまくいったと言えるが、それで終わりにしては

いけない」と指摘。「将来の感染症対策のためには、接種を進めつつ、感染状況の推移をリ

アルタイムで予測し、政策を決める人や社会に示せる仕組みが必要だ」と話した。

　チームは、１、２回目の接種をしていた２１年２月１７日～１１月３０日を対象に、接

種した人が増加するペース、当時主流だったデルタ株の感染力、別の研究で示されていた

デルタ株に対するワクチンの効果、人の移動の活発さといったデータを分析。さまざまな

条件の下で、感染者数や死者数がどう変化するかを調べた。

　この間の感染者数は抗体保有率のデータから４７０万人だと計算した。

　その結果、接種によって感染者数を９２・６％、死者数を９７・２％減らせたと推計。

接種した人の感染が防がれると、その人が感染させる人も減る効果が特に大きかった。

研究成果は１０月１８日付の英科学誌サイエンティフィックリポーツに掲載された。

http://www.rupinasu-inc.co.jp/

　【ジュネーブ共同】世界保健機関（ＷＨＯ）と米疾病対策センター（ＣＤＣ）は１６日、２

０２２年にはしかの感染者が世界全体で前年比１８％増の９２３万人、死者が同４３％

増の１３万６千人となったとの推計を公表した。

　新型コロナウイルス感染症の世界的大流行で医療機関が逼迫（ひっぱく）したことを受

け、予防接種率の低下が続いたことが大きく影響した。２２年に大規模流行が確認された

のは３７カ国に上り、２１年の２２カ国から大幅に増加した。

　２２年のワクチンの接種率は１回目が８３％で、２回目は

７４％。はしかの大規模流行を防ぐためには２回接種完了率

が９５％必要とされており、依然として開きがある。

　特に低所得国での１回目接種率は６６％と低迷している。

１回目の接種率が９５％を超えている国も６５カ国にとど

まっている。

はしか感染・死者数が増加　予防接種率低下が影響
（共同通信社 2023．11．17 配信）


